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みんなかがやく！（江東区教育委員会テーマ）

プリズム（個の輝き・協同の輝き） 第 12号
～幸せな学校の創造～

江東区立南砂中学校だより

校長 近藤 啓太

私は私、あなたはあなた

１１月は、東京都教育委員会が定める「ふれあい月間」です。互いの違いを認め合い、誰もが安心して学
校生活を送るために人間関係を見つめ直す大切な期間です。今回は、良好な人間関係をつくる上で必要
な考え方、「境界線（バウンダリー）」について、踏み込んで記します。

境界線（バウンダリー：Boundary）とは、自分と他人を区別するための「心の境界線」です
（例）
物理的バウンダリー：物理的な距離（パーソナルスペース）　 触られることへの嫌悪感など  
感情的バウンダリー：自分と他人の感情を区別し、他人の感情に過度に影響されないようにする
時間的バウンダリー：自分の時間を大切にし、無理に他人の都合に合わせすぎないこと
精神的バウンダリー：自分の考えや価値観を大切にし、他人の意見に振り回されすぎないこと

他者との関わりで過度に疲弊しないようにすること  

自分自身を守り、「自分はここまでなら大丈夫」「これ以上は心地よくない」という感覚をもつための目
印です。この境界線が明確な人は、無理せず自分らしくいられます。

○ 自分の「心地よさ」のラインを知ろう
特定の人の視線が気になる、距離が近すぎると感じる、あるいは言われたくないことを話題にされる。それは、あ

なたのバウンダリーが「侵害されている」と感じているサインかもしれません。
大切なのは、「自分はそう感じる」という気持ちをまず受け止めることです。その感覚は決してわがままではありま

せん。私たちにとってバウンダリーの太さや強さは一定ではなく、相手によって厚く強くなったり、逆に、薄く弱くなった
りします。ずかずかと踏み込んでくる人、勝手に決めつけたり意見をきいてくれなかったり断りなく身体に触れてくる人
に対して、私たちはバウンダリーを厚く強固にすることで自分を守ります。逆に安心できる相手と一緒ならやわらかな
ものになります。強固な境界を引かなくても自分が守られている、尊重されているといった安心があるからです。
バウンダリーをしっかり保つためには、自分の気持ちをはっきりと表現することと、相手の気持ちを大切にすること

が大切です。「勝手に触らないでほしい」「私はここまでしかできない」などと、自分のバウンダリーを周囲の人にきち
んと伝えることがまず第一歩です。

○ 他人の「心地よさ」のラインを想像しよう
他の人から同じように言われた時に、「なんでそんなことを言うの！」と怒ったり、「親切にしてあげたのに！」と

不満をもったりするのではなく、自分が相手のバウンダリーを犯していないかを振り返ることが必要です。
「あなたといると（気をつかいすぎて）しんどい」「（思い通りにならなくて）腹が立つ」「距離感が近い」と言われる

人は、バウンダリーが緩んでいる可能性があります。自分と他人の境界線を意識することで、生きやすくなり、他者
との関係も良好になります。それがコミュニケーション力です。

○ 気持ちが追いつかない時の具体的な選択肢
「頭では気にしなくていいとわかっていても、どうしてもあの人の行動（視線や発言）にイライラしてしまう」そんな

時もあります。これは、あなたのバウンダリーが繰り返し侵害されている状態が続き、心が疲弊しているサインです。
あなたがすべきことは、「相手を好きになる努力」や「自分の感情を無理に抑え込むこと」ではありません。相手の行
動を変えるのは難しいですが、「自分がどう反応するか」は自分で選べます。相手の境界線を尊重し、自分から
「距離をとる」ということも一つの方法です。席が近ければ、理由をつけて少し離れる。その人がいる場所や、行動
パターンを避ける。必要最低限の会話に留める。これは、あなたが「自分自身の心の安全」を確保するための、賢
い行動で、逃げではありません。

○ 「全員と仲良くなる必要はない」という自由
皆さんには、学校の仲間全員と深く関わる責任はありません。「リンダリンダ」を作詞・作曲したボーカリ

ストの甲本ヒロトさんは、学校の人間関係について次のような趣旨のことを語っています（ネット情報）。
「たまたま山手線の同じ車両に乗った人全員と仲良く友達になるなんて無理。ただ、友達じゃなくても、

喧嘩せず自分が降りる駅まで平和に乗ってられなきゃダメじゃない？」
クラスの全員と親友になる必要はありません。あなたが安全に、安心して学校生活を送ること。それが

一番です。誰かと合わなくても、それはあなたの価値とは関係ありません。
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プリズム（個の輝き・協同の輝き）を体現した一日

卒業生から意見を募集して決めた学校だよりの題「プリズム」には、「加法混色の白い光のように団結
する輝き」と「プリズムで分離した光のように個性が光る」という二つの想いがあります。

ステージでは、個人の発表、クラスの取り組み、部活動や有志による集団
のパフォーマンスが多種多様に展開されました。個々の才能や熱意が、分離
した色のように鮮やかに輝く「個の輝き」を見せてくれたのです。

そして、その多様な光が最高潮に集約されたのが、クライマックスの全校
合唱です。それぞれの声がもつ色（個性）を失うことなく重なり合い、白く力
強い光のように響き渡る団結の音色となりました。

まさに、今回の文化祭は、多様な個性が集まり、協力し合うことで大きな力
を生み出す「協同の輝き」を体現するものでした。

文化祭（１年生）保護者アンケートより

○午前のSDGSの発表の時、小学校で習った事を思い出しました。午後の合唱HEI

WAの鐘は、子供が音楽の教科書を持ち帰ってテノール部分を一生懸命練習してい

て、当日歌いきっている姿を見て清々しい気持ちになりました。閉会式で文化祭実行

委員3年女子生徒の挨拶が心に残りじんときました。良い思い出になりました。

○子供達が色々考えていることを発表を通じて知ることが出来ました。子供達が主体

的に運営しているのが伝わってきて良かったです。子供も初めての文化祭に参加して、

とても楽しかったと言っていました。

○一年生の発表を鑑賞しました。各班テーマに沿って丁寧に調べており、とてもわ
かりやすかった。クイズを出した際には、上級生もたくさん手をあげてくれていて、とて
も良い学校だと思いました。
○いつも子供達のためにありがとうございます。午前は、学年発表でしたが、どの学
年も素晴らしかったです。午後もとても感動いたしました。娘は和太鼓部で、初めて
の文化祭でしたが、力強く太鼓を叩く姿に成長を感じました。I先生のご指導に感
謝いたします。また、先生方の合唱も素晴らしかったです♪
○美術部の皆さんの美しいステンドグラス(？)に出迎えられ、このあとの文化祭が楽し

みになりました。キラキラの南太が可愛らしかったです。1年生の発表では、実際にごみ

拾いや節電、外国語を学んで使ってみるなど、様々な検証をしたり結果や感想を分か

りやすく発表していて、面白くとても勉強になりました。堂々とした発表に感動しました。

○とてもしっかりした発表がされていました。 ○大変見応えがあった。
兴 们○非常高 ，孩子 非常棒 （とても嬉しいです、子供たちは素晴らしいです！Google翻訳）

１１月の主な行事
３日（月） 文化の日 １７日（月） ３年中間考査（保、美、音）
４日（火） 教育実習・終 ﾗﾝﾁﾙｰﾑ給食・始 １８日（火） 委員会
５日（水） 午前授業 放学 １９日（水） 実力テスト 放学
６日（木） 生徒総会、避難訓練 ２０日（木） １年弁当の日調理実習
７日（金） ３年三者面談・終 ２３日（日） 勤労感謝の日

１０日（月） 朝会 安全指導 交流避難訓練 ２４日（月） 振替休日
１１日（火） マラソン大会健康相談 ２５日（火） 避難訓練

柔道着販売（朝） 放学 ２６日（水） 放学
１２日（水） 放学 ２７日（木） 弁当の日
１３日（木） 中間考査（学、社、国）＋技 ２８日（金） マラソン大会 給食後下校
１４日（金） 中間考査（学、英、理、数）

※13日(木)、27日(木)は給食の提供はありません。27日(木)は自分で弁当を用意します。

【追記】 今回記載しました「バウンダリー（境界線）」については、以下のサイトを参考・一部引用しています。

※ こここスタディ 鴻巣麻里香さんによる解説（2024.3.24） https://co-coco.jp/series/study/boundary/

※ 京都光華大学 社会福祉専攻（2023.3.10） https://www.koka.ac.jp/welfare/news/5233/

鴻巣さんのコラムに、「教員による指導の様子を観察すると、生徒のバウンダリーを侵害し、子どもをコントロールす

る仕掛けが目につきます」とあります。言われてみれば若かりし日の私は、部活動や合唱コンクール等において、

個の違いを深く理解せず、共に喜び共に涙を流すという力業（ちからわざ）によって、子ども達を支配していた

－と思います（そこに学校行事の意義もあるのですが）。家庭は、お子様が「自分の境界線が守られている」と感じ

られるべき場所です。お子様の感情と意思を尊重し、学校での疲れを癒やせるよう見守ってください。
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